
消
防
力

市
消
防
本
部
で
は
、
第
十
次
秋
田
市
総
合
計
画
と

第
三
次
秋
田
市
行
政
改
革
大
綱
の
中
で
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
消
防
署(

所)

の
効
率
的
な
組
織
体
制
の
強

化
を
は
か
る
た
め
、
消
防
署(

所)

を
統
廃
合
す
る

「
消
防
組
織
再
編
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
、
秋
田
市
の
消
防
署(

所)

は
十
三
署

(

所)

あ
り
、
同
規
模
の
中
核
市
の
中
で
は
一

番
多
く
、
消
防
車
や
職
員
は
ほ
ぼ
同
じ
よ

う
な
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
組
織
再
編
計
画
は
、
消
防
庁
が
平

成
十
二
年
に
示
し
た
「
消
防
力
の
基
準
」
に

基
づ
き
、
現
在
の
十
三
署(

所)

を
、
秋
田

市
の
規
模
で
妥
当
と
さ
れ
る
十
一
署(

所)

に
再
編
す
る
も
の
で
、
組
織
の
効
率
化
と
、

よ
り
効
果
的
な
災
害
対
応
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
①
近
年
の
道

路
環
境
の
整
備
や
建
物
の
不
燃
化
が
進

ん
だ
こ
と
、
②
消
防
力
の
地
域
バ
ラ
ン

ス
の
適
正
化
と
消
防
・
防
災
力
の
強
化

を
は
か
る
こ
と
、
③
河
辺
・
雄
和
と
の

市
町
合
併
を
見
据
え
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
再
編
計
画
は
次
の
と
お
り
。

●
平
成
十
五
年
十
二
月

保
戸
野
出
張

所
を
秋
田
消
防
署
本
署
に
編
入
し
、
機

動
性
を
強
化
し
ま
す

●
平
成
十
七
年
一
〜
三
月

市
町
合
併

を
ふ
ま
え
、
河
辺
・
雄
和
両
町
の
消
防
署

と
秋
田
南
消
防
署
と
の
連
携
を
視
野
に

入
れ
、
調
整
を
は
か
り
ま
す

●
平
成
十
八
年
四
月

寺
内
出
張
所
と

将
軍
野
出
張
所
を
統
合
し
、
適
地
に
移

転
し
、
消
防
署(

所)

の
担
当
面
積
の
効
率

化
を
は
か
り
ま
す

再
編
対
象
と
な
る
保
戸
野
・
寺
内
・

将
軍
野
出
張
所
の
あ
る
地
域
で
は
、
今

後
の
消
防
対
策
が
一
層
強
化
さ
れ
る
よ

う
、
車
両
の
配
置
替
え
や
出
動
計
画
の

見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
バ
ラ
ン
ス
と
防
災
力
の

強
化
を
考
え
た
再
編
計
画

保
戸
野
出
張
所
を
12
月
に

秋
田
消
防
署
に
編
入

消
防
本
部
警
防
課tel(

８
２
３)

４
２
４
３

問
い
合
わ
せ

全
県
消
防
操
法
大
会

出
場
分
団
決
定
！

七
月
十
三
日
、
中
央
卸
売
市

場
駐
車
場
で
、
今
年
度
の
秋
田

市
消
防
団
消
防
操
法
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、

八
月
二
十
七
日
(水)
に
岩
城
町
の

県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
る
全
県

消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優
勝
▼
四
ツ
小
屋
分
団

２
位
▼
下
浜
分
団

３
位
▼
下
新
城
分
団

４
位
▼
上
新
城
分
団

５
位
▼
太
平
分
団

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

優
勝
▼
保
戸
野
分
団

２
位
▼
土
崎
南
分
団

３
位
▼
城
東
分
団

強
化
を
め
ざ
し
て
の〟

７月13日の市の操法大会で

秋
田
市
消
防
組
織
再
編
計
画

〟

●分散した消防力を適正規模に再編し、より
効果的な災害対応力の充実が見込まれます
●市町合併した際、合理的かつ効率的な消防
組織の実現と運用が可能となります
●署(所)の安全管理などの諸課題の処理と人
員の適正配置が可能となります

秋田市の消防署(所)再編の効果
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